
 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会ねらい：問題解決力を高めるため、優れた創意工夫・改善の事例に学ぶ 

期 日：２０２２年６月２９日（水） １２：３０～１７：１０ 

場 所     ：愛三文化会館 もちのきホール・くちなしホール 

参加形態 ：＜2種＞①会場参加（定員制限あり） ②後日録画視聴 

 

 

2月末からのロシアによるウクライナ攻撃は、コロナウィルス感染拡大でここ 2年程疲弊し 

ている世界を、そして我々をさらに混迷へと引きずり込むような残念な出来事ですが、 

我々日本の製造業は、古の手仕事の昔から、今日の工業化の時代まで、その持てる智慧を、真摯

にモノづくりに用いてきました。第 2次大戦後の、ほんとうに何も物がない時代に、石川馨先生

や当協会の祖、西堀榮三郎先生が日本のモノづくりを、人々を、本来の持てる智慧を引き出し復

興の原動力とすべくＱＣサークル活動を提唱し、その力でここまでの経済復興がなし得た歴史

を振り返れば、今、また世界的危機の時代に日本の製造業が世界に平和的で生産的に果たし得し

得る役割が見えてきます。 

先が不透明不安定な時代こそ、モノづくりという実態に向き合い、日常に創意工夫と知恵を発

揮でき、現場を人材育成とするこのＱＣサークル活動を軸として、互いに研鑽しあい、一緒に前

へ進んでゆこうではありませんか。 

本年も、優れた①管理・監督者、②ＱＣサークル、③ＱＣサークル推進の区分を設け、皆様の研

鑽の場として本大会を企画せていただきました。多くの皆様のご発表、ご参加をお待ちします。 

  

 

 

管理、監督者、ＱＣサークルの皆さんの職場における 

・ 品質向上、コスト低減、納期、安全の確保などの目標達成のための飽くなき挑戦 

・ 職場で働く人のやる気の高揚と職場活性化への取り組み 

・ 絶対問題を発生させないための日常管理の徹底 など 

 ものづくりの基盤を強化した事例を奮って応募していただくことをお願いします。 

 優秀事例には「西堀賞」を授与させていただきます。 

  発表時間：20 分（発表１５分、質疑応答５分） 

  募集件数：12 件 管理・監督者事例、ＱＣサークル事例、ＱＣサークル推進事例  

  発表募集しめきり：２０２２年４月２２日（金）＊ご発表１件につき、ご発表者、補助者の

計２名は無料ご招待とさせていただきます。 

主催：一般社団法人 中部品質管理協会 

発表のお願い 

大会主旨 



 プログラム（案） （時間配分は変更することがあります） 

開場・受付 12：00～12：30 

開 会 挨 拶 12：30～12：35 （一社）中部品質管理協会 会長 佐々木 眞一 

移     動 
12：35～12：45 

第 1会場（もちのきホール） 第 2会場（くちなしホール） 

オリエンテーション 12：45～12：50 

事例発表（Ⅰ） 12:50～13:50（3件） 12:50～13:50（3件） 

休憩 ・ 移動 13：50～14：00 

事例発表（Ⅱ） 14:00～15:00（3件） 14:00～15：00（3件） 

休     憩 15：00～15：15 

招待事例発表 15：15～15：35 調整中 

講     演 15：35～16：35 調整中 

表彰準備 16：35～16：40  

西堀賞表彰式        16：40～17：10 
講評：（一社）中部品質管理協会 企画委員長 

表彰：（一社）中部品質管理協会 会長 佐々木 眞一 

閉 会  17：10  

 本件に関する問い合わせ先：企画部主査 細見純子 E‐mail：jun.hosomi＠cjqca.com 

参加申し込み受付に関する問い合わせ先：担当 瀬川 E‐mail：segawa＠cjqca.com 

   （連絡先：TEL052-581-9841 FAX052-565-1205 ） 

ＦＡＸ（０５２）５６５－１２０５  (一社)中部品質管理協会 瀬川 行 

２０２２年度中部品質管理大会事例発表申込書（管理・監督者、ＱＣサークル対象） 

発表テーマ 
フ リ ガ ナ

発 表 者 所  属      区 分 
（いずれかに○） 

   

①管理・監督者事例 

 

②QC ｻｰｸﾙ事例 

 

③QC ｻｰｸﾙ推進事例 

   

①管理・監督者事例 

 

②QC ｻｰｸﾙ事例 

 

③QC ｻｰｸﾙ推進事例 

＜申込責任者＞ 

会 社 名  所属役職  

郵便番号 〒 所 在 地  

フリガナ  TEL  FAX  

氏  名  E-mail  

発表募集しめきり日：２０２２年４月２２日（金） 


